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｢

ド
イ
ツ
近
代
都
市
社
会
経
済
史｣

と
い
う
題
名
か
ら
は
ド
イ
ツ
の
近
代
都
市
に

つ
い
て
の
通
史
や
概
説
が
予
想
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
以
下
の
目
次
か

ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
本
書
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
電
力
業
と
電
力
政
策
に
焦
点
を

絞
っ
た
実
証
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

序

章

本
書
の
課
題
と
研
究
史

第
一
章

近
代
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
社
会
と
給
付
行
政

第
二
章

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
際
電
気
技
術
博
覧
会

第
三
章

都
市
電
化
の
初
期
局
面

第
四
章

広
域
発
電
企
業
と
の
対
抗
関
係

第
五
章

奢
侈
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
必
需
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

終

章

都
市
化
と
電
力
・
給
付
行
政

早
速
内
容
を
概
観
し
よ
う
。

序
章
は
広
い
文
脈
の
な
か
で
本
書
の
課
題
を
設
定
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る

都
市
へ
の
人
口
集
中
は
一
九
世
紀
前
半
に
始
ま
り
、
第
二
帝
政
期
に
本
格
的
局
面
を

迎
え
、
一
九
一
〇
年
に
都
市
人
口
は
総
人
口
の
過
半
数
を
占
め
た
。
人
口
集
中
に
伴
っ

て
、
近
代
都
市
特
有
の

｢

都
市
的
生
活
様
式｣

が
で
き
あ
が
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に

生
起
す
る
様
々
な
社
会
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、
社
会
政

策
が
展
開
さ
れ
て
、
都
市
行
政
は

｢

治
安
・
財
産
行
政｣

か
ら

｢

自
治
体
給
付
行
政｣

へ
と
転
回
し
た
。
著
者
は
、
こ
う
し
た
見
取
り
図
の
な
か
で
、
自
治
体
給
付
行
政
の

柱
を
な
す
公
共
事
業
の
な
か
で
も
と
く
に
電
力
を
研
究
対
象
と
し
て
設
定
し
た
。
電

力
の
実
用
化
は
電
灯
や
市
街
電
車
か
ら
始
ま
り
、
と
く
に
市
街
電
車
は
一
九
〇
〇
年

ま
で
に
五
二
都
市
で
運
行
さ
れ

｢

大
都
市｣

の
象
徴
と
し
て
も
機
能
し
た
。
二
〇
世

紀
初
頭
に
は
ド
イ
ツ
の
ほ
と
ん
ど
の
都
市
で
電
力
が
供
給
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く

は
都
市
発
電
所
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
領
域
に
関
す
る
従
来
の
研
究
で
は
、
第
二
帝
政
期
を

｢

都
市
化｣

の
本

格
的
局
面
と
し
て
捉
え
る
点
で
ド
イ
ツ
の
代
表
的
な
研
究
者
に
認
識
の
一
致
が
み
ら

れ
る
一
方
、
行
財
政
の
中
央
集
権
化
が
進
ん
だ
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
に
つ
い
て
研
究
が
手

薄
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
整
理
し
た
著
者
は
、
と
く
に
都
市
の
電
化
を
み
る
場
合
に
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は
、
電
力
が

｢

必
需
的
エ
ネ
ル
ギ
ー｣

と
し
て
広
範
な
社
会
層
に
普
及
し
た
ヴ
ァ
イ

マ
ル
期
に
ま
で
射
程
を
伸
ば
す
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
本
書
の
課
題
を
、
一
八
八
〇

〜
一
九
三
〇
年
代
初
頭
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
の
電
力
業
政
策
を
分

析
し
、
そ
れ
を
と
お
し
て
電
化
が
都
市
社
会
に
及
ぼ
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
設
定
し
て
い
る
。

第
一
章
で
は
近
代
都
市
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
発
展
が
概
観
さ
れ
る
。
神
聖
ロ
ー
マ

帝
国
時
代
か
ら
帝
国
都
市
と
し
て
長
い
伝
統
を
も
ち
、
政
治
的
に
重
要
な
位
置
に
あ
っ

た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は
、
一
八
六
六
年
普
墺
戦
争
後
に
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
に
併
合
さ

れ
、
ヘ
ッ
セ
ン
・
ナ
ッ
サ
ウ
州
の
一
都
市
と
な
っ
た
。
併
合
直
後
に
八
万
人
弱
で
あ
っ

た
人
口
は
一
九
一
四
年
に
は
四
五
万
人
ち
か
く
に
ま
で
増
大
し
た
。
当
時
の
ド
イ
ツ

で
も
際
立
つ
こ
の
人
口
急
増
は
、
隣
接
地
域
か
ら
の
人
口
流
入
と
周
辺
自
治
体
の
合

併
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
周
辺
都
市
の
合
併
は
、
住
宅
問
題
や
衛
生
問
題
な
ど
の

一
解
決
手
段
で
あ
る
と
同
時
に
、｢

自
治
体
合
併
に
よ
る
工
業
化｣

の
意
味
を
も
も
っ

た
。
そ
れ
を
と
お
し
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は

｢

工
業
都
市
と
し
て
の
地
歩
を
確
立
さ

せ
て
い
っ
た｣

(

四
三
ペ
ー
ジ)

の
で
あ
る
。

プ
ロ
イ
セ
ン
併
合
後
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
け
る
市
政
の
運
営
主
体
は
、
行
政

実
務
を
担
当
す
る
市
参
事
会
、
立
法
や
行
政
監
督
を
主
任
務
と
す
る
市
議
会
で
あ
っ

た
が
、
市
政
参
加
の
前
提
と
な
る
市
民
権
保
有
者
数
は
限
ら
れ
て
い
た
。
市
議
会
で

は
自
由
主
義
三
政
党
の
勢
力
が
強
か
っ
た
が
、
議
員
間
で
社
会
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が

共
有
さ
れ
、
各
種
協
会
の
超
党
派
的
政
治
活
動
の
場
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
か
ら
、

一
九
〇
〇
年
に
い
た
る
ま
で
明
確
な
党
派
的
な
対
立
は
生
じ
な
か
っ
た
。
自
治
体
の

最
高
責
任
者
と
し
て
給
付
行
政
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
上
級
市
長

で
あ
っ
た
。
著
者
は
、
歴
代
上
級
市
長
の
政
策
と
そ
の
成
果
を
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
財

政
問
題
、
住
宅
建
設
や
労
働
者
保
護
と
い
っ
た
社
会
政
策
、
工
業
化
に
よ
る
都
市
振

興
、
都
市
開
発
に
整
理
し
て
概
観
し
て
い
る
。

第
二
章
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
け
る
電
力
導
入
と
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
選
択
に

あ
た
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
国
際
電
気
技
術
博
覧
会
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ド

イ
ツ
で
都
市
へ
の
電
力
供
給
が
本
格
化
し
た
の
は
一
八
九
〇
年
代
で
あ
っ
た
が
、
そ

こ
で
は
直
流
シ
ス
テ
ム
と
交
流
シ
ス
テ
ム
と
の
支
持
者
の
間
で
論
争
が
み
ら
れ
た
。

著
者
は
、
直
流
シ
ス
テ
ム
の
下
で
電
力
業
の
業
績
が
伸
び
悩
み
、
二
〇
世
紀
初
頭
に

交
流
に
切
り
替
え
ら
れ
た
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
と
、
当
初
か
ら
三
相
交
流
シ
ス
テ
ム

を
採
用
し
、
工
業
、
照
明
、
市
街
鉄
道
に
電
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
供
給
し
た
マ
ン
ハ

イ
ム
の
事
例
に
よ
っ
て
両
シ
ス
テ
ム
を
対
比
し
て
い
る
。
ま
た
、
と
く
に
電
動
機
部

門
に
お
け
る
需
要
の
不
在
が
交
流
シ
ス
テ
ム
の
普
及
の
隘
路
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、

直
流
シ
ス
テ
ム
に
先
行
投
資
し
た
企
業
は
そ
の
優
位
を
示
す
活
動
を
行
っ
た
こ
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
は
一
八
八
六
年
に
市
参
事
会
が
電
力
業
導
入
の
検
討
を
始
め
、

そ
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
委
員
会
や
参
事
会
で
の
検
討
を
経
て
、
八
九
年
一
月
に
は

市
議
会
で
も
市
に
よ
る
発
電
所
の
建
設
・
経
営
が
議
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
交
流
シ

ス
テ
ム
利
用
、
ガ
ン
ツ
社
へ
の
発
電
所
建
設
・
経
営
の
委
託
と
い
う
参
事
会
の
提
議

に
つ
い
て
市
議
会
は
決
断
を
下
さ
ず
、
問
題
を
先
送
り
し
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
そ

れ
は
、
開
催
が
決
ま
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
際
電
気
技
術
博
覧
会
の
成
果
に

俟
つ
と
い
う
考
え
が
働
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
博
覧
会
は
、
市
か
ら
の
助
成
金

と
敷
地
の
無
償
提
供
を
受
け
て
九
一
年
五
月
一
六
日
〜
一
〇
月
一
九
日
に
開
催
さ
れ
、

延
べ
一
一
七
万
人
の
入
場
者
を
集
め
た
。
こ
の
博
覧
会
で
は
、
三
相
交
流
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
長
距
離
高
圧
送
電
実
験
が
交
流
シ
ス
テ
ム
の
優
位
を
印
象
づ
け
た
。
ま
た
、

発
電
機
、
変
圧
器
、
送
配
電
施
設
、
電
動
機
関
連
の
充
実
し
た
展
示
は
、
電
動
機
が

｢

中
間
層
救
済
政
策｣
と
し
て
も
有
効
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
た
。
博
覧
会
で
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優
位
を
示
し
た
と
は
い
え
、
交
流
シ
ス
テ
ム
は
な
お
実
験
的
な
色
彩
の
強
い
最
新
技

術
で
あ
り
、
博
覧
会
閉
幕
後
も
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
の
議
論
は
紛
糾
し
、
最
終
的
に

は
九
三
年
に
、
単
相
交
流
シ
ス
テ
ム
の
採
用
、
ス
イ
ス
の
新
興
企
業
ブ
ラ
ウ
ン
・
ボ

ヴ
ェ
リ
ィ
社
へ
の
中
央
発
電
所
建
設
の
委
託
が
市
議
会
で
承
認
さ
れ
た
。
九
五
年
一

月
に
運
転
を
開
始
し
た
発
電
所
は
、
同
社
に
賃
貸
さ
れ
、
そ
れ
が
経
営
を
担
う
こ
と

と
さ
れ
た
。
著
者
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
、｢

都
市
計
画
と
有
機
的
に
連
関
し
、
か
つ

長
期
的
な
発
展
の
余
地
を
有
す
る
戦
略
的
な
電
力
業
が
実
現
さ
れ
た｣

(

九
三
ペ
ー

ジ)

と
評
価
し
て
い
る
。

第
三
章
は
、
前
章
に
つ
づ
い
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
け
る
電
化
の
初
期
局
面
を

対
象
と
す
る
。
当
初
は
発
電
所
建
設
、
送
・
配
電
網
敷
設
を
行
っ
た
二
つ
の
企
業
に

発
電
所
の
経
営
が
委
託
さ
れ
た
が
、
経
営
の
安
定
が
見
込
ま
れ
る
と
一
八
九
九
年
四

月
に
発
電
所
は
市
の
直
接
経
営
に
移
さ
れ
、
一
九
〇
〇
年
に
は
近
郊
の
発
電
所
も
買

収
さ
れ
市
営
第
二
発
電
所
と
し
て
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
公
営
化
後
は

需
要
喚
起
に
よ
る
収
入
増
が
電
力
業
政
策
の
主
眼
と
な
っ
た
が
、
照
明
用
電
力
の
従

量
料
金
規
定
は
大
口
需
要
家
に
有
利
で
あ
り
、
小
規
模
発
電
所
や
ガ
ス
灯
と
の
競
争

も
あ
っ
て
、
電
灯
の
家
庭
普
及
率
は
一
〇
％
に
も
満
た
な
か
っ
た(｢

贅
沢
な
灯
り｣)

。

他
方
、
手
工
業
者
の
救
済
へ
の
期
待
か
ら
動
力
用
電
力
に
は
低
い
基
本
料
金
設
定
さ

れ
た
が
、
そ
の
普
及
に
は
偏
り
が
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
電
力
供
給
で
最
も

重
視
さ
れ
た
の
は
市
街
鉄
道
の
電
化
で
あ
り
、
一
八
九
八
年
に
は
私
営
馬
車
鉄
道
が

公
営
化
・
電
化
さ
れ
た
。
市
街
電
車
は
第
一
次
大
戦
前
夜
ま
で
に
住
民
の
一
般
的
な

交
通
手
段
と
し
て
定
着
し
た
。

市
営
発
電
所
が
周
辺
自
治
体
へ
供
給
圏
を
拡
大
す
る
な
か
で
は
、
収
益
主
義
的
な

経
営
路
線
に
よ
っ
て

｢

継
子
扱
い｣

さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
市
街
鉄
道
に
つ
い

て
も
、
郊
外
路
線
の
鉄
道
会
社
公
営
化
と
と
も
に
、
郊
外
鉄
道
路
線
網
の
建
設
が
構

想
さ
れ
た
が
、
後
者
で
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
北
西
の
バ
ー
ト
・
ホ
ン
ブ
ル
ク
に
至
る

路
線
が
一
九
一
〇
年
に
完
工
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
電
力
消
費

量
は
大
都
市
の
な
か
で
も
相
対
的
に
多
く
、
そ
の
電
力
政
策
も
積
極
的
で
あ
っ
た
。

経
営
状
況
は
良
好
で
あ
り
、
電
力
業
収
入
は
、
公
債
の
発
行
と
な
ら
ん
で
財
政
上
の

収
益
源
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
。

第
四
章
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
と
広
域
発
電
企
業
と
の
対
抗
関
係
を
取
り
上
げ
て
い

る
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
は
広
域
発
電
網
の
急
速
な
発
展
と
そ
れ
に
伴
う
ド
イ
ツ
電
力
業

の
集
中
進
展
の
時
期
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
都
市
へ
の
電
力
供
給
の

主
体
が
完
全
に
広
域
発
電
企
業
に
シ
フ
ト
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
著
者
に
よ
れ

ば
、
一
九
二
八
年
時
点
で
、
人
口
一
〇
万
以
上
の
三
九
都
市
の
う
ち
二
三
都
市
で
は

市
営
発
電
所
が
電
力
の
主
た
る
供
給
源
で
あ
っ
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
電
力
業

の
財
源
と
し
て
の
重
要
性
と
長
距
離
送
電
技
術
の
未
成
熟
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

私
企
業
と
し
て
設
立
さ
れ
、
自
治
体
に
よ
る
株
式
取
得
を
と
お
し
て
公
私
混
合
企

業
へ
と
転
換
し
た
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
電
力
株
式
会
社
Ｒ
Ｗ
Ｅ
は
、
第

一
次
大
戦
期
か
ら
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
に
か
け
て
供
給
圏
を
拡
大
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

ケ
ル
ン
、
ボ
ン
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
な
ど
の
都
市
で
は
、
発
電
力
供
給
は
Ｒ
Ｗ
Ｅ

に
よ
っ
て
一
元
的
に
な
さ
れ
、
小
口
の
需
要
家
に
対
す
る
配
電
が
都
市
発
電
所
に
よ
っ

て
担
わ
れ
る
と
い
う

｢

二
重
供
給
構
造｣

が
形
成
さ
れ
た
。
Ｒ
Ｗ
Ｅ
は
さ
ら
に
、
北

部
や
南
部
の
発
電
を
組
み
合
わ
せ
て
大
規
模
な
広
域
発
電
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
あ
げ

た
。
他
方
、
第
二
帝
政
期
に
は
限
定
的
で
あ
っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
の
電
力
業
政
策

は
、
私
企
業
、
と
く
に
Ｒ
Ｗ
Ｅ
に
よ
る
電
力
市
場
の
独
占
に
対
す
る
懸
念
か
ら
広
域

発
電
シ
ス
テ
ム
の
形
成
を
企
図
し
、
第
一
次
大
戦
後
に
は
発
電
所
の
設
立
、
既
存
発

電
所
の
株
式
取
得
に
よ
っ
て
中
部
ド
イ
ツ
全
域
を
そ
の
管
理
下
に
入
れ
た
。
そ
れ
は

Ｒ
Ｗ
Ｅ
と
の
激
し
い
競
争
関
係
を
生
み
出
し
た
が

(｢

電
力
戦
争｣)

、
一
九
二
七
年
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に
は
両
者
の
境
界
線
を
設
定
し
た

｢

境
界
決
定
協
定｣

が
成
立
し
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン

政
府
は
同
年
に
プ
ロ
イ
セ
ン
発
電
所
オ
ー
バ
ー
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
株
式
会
社
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
他

の
発
電
所
を

｢
融
合｣

さ
せ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
エ
レ
ク
ト
ラ
を
設
立
し
た
が
、
同
社
は

Ｒ
Ｗ
Ｅ
以
外
の
広
域
発
電
企
業
と
も
境
界
決
定
協
定
を
締
結
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
二

〇
世
紀
後
半
ま
で
存
続
す
る
こ
と
に
な
る
広
域
発
電
の
供
給
圏
構
造
が
形
成
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
で
は
電
力
需
要
急
増
へ
の
対
応
が
必
要
と

な
っ
た
。
暫
定
的
に
は
Ｐ
Ｋ
Ｏ
か
ら
の
電
力
購
入
に
よ
っ
て
対
処
し
な
が
ら
、
Ｒ
Ｗ

Ｅ
か
ら
の
電
力
供
給
提
案
を
拒
絶
し
、
市
発
電
所
の
拡
張
を
図
る
計
画
が
立
て
ら
れ

た
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
の
外
債
起
債
に
つ
い
て
上
級
政
府
が
申
請
額
の
半
分
以
下

し
か
認
め
な
か
っ
た
た
め
に
、
発
電
所
の
拡
張
規
模
は
大
幅
に
縮
小
さ
れ
ざ
る
を
得

ず
、
外
部
電
力
の
可
能
性
が
模
索
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
ヘ
ッ
セ
ン
政

府
、
ラ
イ
ヒ
政
府
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
焦
点
と
な
っ
た
。
ヘ
ッ
セ
ン
政
府
と

は
共
同
で
ヘ
ッ
セ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
褐
炭
乾
留
発
電
所
株
式
会
社�

�����

が

設
立
さ
れ
、
そ
れ
が
火
力
発
電
所
を
建
設
し
た
け
れ
ど
も
、
電
力
供
給
の
開
始
は
遅

れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
続
行
そ
の
も
の
の
是
非
が
問
わ
れ
た
。
ラ
イ
ヒ
と
の
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
水
力
発
電
所
建
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
建
設
費
の
捻
出
が
困
難

な
な
か
、
一
五
〇
〇
万
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
が
プ
ロ
イ
セ
ン
エ
レ
ク
ト
ラ
か
ら
融
資
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
融
資
の
付
帯
事
項
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
と
プ
ロ
イ
セ

ン
エ
レ
ク
ト
ラ
と
の
間
で
は
、
株
式
購
入
、
同
社
か
ら
の
電
力
購
入
に
つ
い
て
も
協

定
さ
れ
た

(

一
九
二
九
年
一
〇
月)

。
三
〇
年
度
以
降
、
市
営
発
電
所
で
の
発
電
量

は
急
減
し
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
プ
ロ
イ
セ
ン
エ
レ
ク
ト
ラ
か
ら
の
購
入
量
が
急
増
し

た
が
、
著
者
は
こ
れ
を
、｢

両
者
の
対
立
関
係
よ
り
も
む
し
ろ
再
編
さ
れ
た
関
係
の

延
長
線
上
に
生
じ
た｣

も
の
と
し
、｢

こ
の
市
内
発
電
の
優
位
は
第
二
次
大
戦
後
ま

で
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
る｣

(

一
八
三
ペ
ー
ジ)

、
と
評
価
し
て
い
る
。

第
五
章
で
は
、
著
者
の
中
心
的
な
主
張
の
一
つ
で
あ
る
、
電
力
の
奢
侈
的
エ
ネ
ル

ギ
ー
か
ら
必
需
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
変
容
が
論
じ
ら
れ
る
。
一
九
一
三
年
か
ら
三
〇

年
ま
で
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
電
力
消
費
量
が
約
二
・
七
倍
の
増
加
を
示
す
な
か
で
、

市
街
鉄
道
と
私
的
照
明
の
地
位
は
逆
転
し
、
後
者
が
首
位
の
座
を
占
め
た
。
著
者
は

｢

ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
に
お
け
る
市
内
消
費
電
力
量
の
著
し
い
増
大
は
、
何
よ
り
も
私
的

照
明
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
電
力
消
費
の
急
増
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た｣

(

一
九
七
ペ
ー

ジ)

と
述
べ
、
そ
れ
を
奢
侈
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
必
需
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
変
容
と

評
価
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
電
力
料
金
の
価
格
が
低
い
水
準
に
据
え
置
か
れ
、
部

屋
数
の
少
な
い
小
住
宅
を
優
遇
し
た

｢

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
式
住
宅
用
電
力
料
金｣

体

系
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
も
か
か
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
、
二
七
年
一
二
月
に
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
で
開
催
さ
れ
た
光
の
祭
典
も
、
電
灯
普
及
の
宣
伝
機
能
や
広
告
用
照
明
の
啓

蒙
、
照
射
技
術
一
般
の
普
及
に
寄
与
し
た
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
に
お
け
る

｢

富
裕
な
中
間
層｣

向
け
の
前
衛
的
な
住
宅
地
で

あ
っ
た
レ
ー
マ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
団
地
で
は
、
こ
の
時
期
と
し
て
は
例
外
的
に
完
全
電

化
の
試
み
が
な
さ
れ
、
給
湯
器
や
電
気
コ
ン
ロ
の
導
入
は
住
民
の
生
活
慣
習
を
大
き

く
変
え
た
け
れ
ど
も
、
住
宅
の
完
全
電
化
そ
の
も
の
は
電
力
料
金
の
高
さ
か
ら
歓
迎

さ
れ
な
か
っ
た
。
電
気
冷
蔵
庫
や
洗
濯
機
な
ど
の
大
型
家
電
製
品
の
普
及
は
第
二
次

世
界
大
戦
後
で
あ
っ
た
。

終
章
は
本
論
で
展
開
さ
れ
た
内
容
の
要
点
を
ま
と
め
、
近
代
ド
イ
ツ
近
代
都
市
研

究
に
お
け
る
本
書
の
位
置
づ
け
と
し
て
、
第
二
帝
政
期
と
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
と
の
連
続

性
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
に
は

｢

大
衆
消
費
社
会｣

の
萌
芽
が
み
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

本
書
の
特
徴
は
、
都
市
化
を
背
景
の
問
題
関
心
と
し
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
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市
都
市
史
研
究
所
所
蔵
の
資
料
を
ふ
ん
だ
ん
に
利
用
し
た
実
証
研
究
の
成
果
と
い
う

点
に
あ
る
。
序
章
で
指
摘
さ
れ
た

｢

都
市
社
会
化｣

や
、
そ
れ
と
か
か
わ
る
、｢

治

安
・
財
産
行
政｣

か
ら

｢

給
付
行
政｣

へ
の
転
回
は
、
今
後
の
都
市
化
研
究
に
と
っ

て
も
貴
重
な
手
が
か
り
で
あ
り
、
第
一
章
で
概
説
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
市
長

論
も
興
味
ふ
か
い
。
第
二
章
以
下
で
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
け
る
電
力
業
や
電
力

政
策
の
展
開
の
リ
ア
ル
な
像
が
提
示
さ
れ
、
挿
入
さ
れ
た
多
く
の
図
は
叙
述
に
彩
り

を
添
え
る
と
と
も
に
、
内
容
理
解
の
助
け
と
な
っ
て
い
る
。
総
じ
て
、
ド
イ
ツ
の
都

市
化
や
電
力
業
に
関
す
る
先
駆
的
な
研
究
と
し
て
、
本
書
は
大
き
な
寄
与
を
な
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

評
者
は
、
そ
う
し
た
本
書
の
意
義
を
確
信
す
る
と
同
時
に
、
い
く
つ
か
の
論
点
に

つ
い
て
は
、
論
理
の
運
び
が
や
や
性
急
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
抱
い
た
。
以
下

で
は
そ
の
主
な
も
の
を
書
き
つ
け
る
こ
と
と
す
る
。

直
流
か
ら
交
流
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
際
電
気

技
術
博
覧
会
に
お
け
る
実
験
が

｢

直
流
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
交
流
シ
ス
テ
ム
の
圧
倒

的
優
位
を
示｣

し
、｢

電
力
輸
送
に
一
新
紀
元
を
劃
す
る｣

意
義
を
も
つ
と
し
て
強

調
さ
れ
て
い
る

(

八
〇
、
八
三
ペ
ー
ジ)

。
し
か
し
、
一
九
世
紀
末
に
は
電
動
機
部

門
に
お
け
る
需
要
の
不
在
が
交
流
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に
と
っ
て
隘
路
と
な
っ
て
い
た

と
い
う
指
摘

(

六
九
ペ
ー
ジ)

や
、
三
相
交
流
シ
ス
テ
ム
へ
の
切
り
替
え
が
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
で
は
一
九
二
六
年
に
始
ま
り
、
世
界
恐
慌
期
に
中
断
さ
れ
た
と
い
う
事
実

(

一
七
三
ペ
ー
ジ)

な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
三
相
交
流
シ
ス
テ
ム
の
本
格
的
な
実
用

化
に
は
若
干
の
時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
留
保
点

(

八
四
ペ
ー
ジ)

に
つ
い
て

は
、
よ
り
立
ち
入
っ
た
考
察
や
説
明
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

広
域
発
電
網
の
発
展
と
そ
れ
に
伴
う
電
力
業
の
集
中
の
時
期
と
し
て
特
徴
づ
け
ら

れ
る
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
に
つ
い
て
著
者
は
、
都
市
自
治
体
が
電
力
業
の
自
律
性
確
保
に

努
め
た
点
を
重
視
し
て
い
る
。
し
か
し
、
第
四
章
の
叙
述
を
読
む
と
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
に
お
け
る
市
営
発
電
所
の
拡
張
計
画
や
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
Ｒ
Ｗ
Ｅ
の
電
力

市
場
独
占
に
対
す
る
市
の
反
発
は
理
解
で
き
て
も
、
契
約
締
結
以
降
の
プ
ロ
イ
セ
ン

エ
レ
ク
ト
ラ
に
よ
る
電
力
供
給
の
増
加
と
さ
き
に
引
用
し
た
よ
う
な
結
論
を
つ
な
ぐ

道
筋
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
残
っ
た
。
こ
の
点
と
も
か
か
わ
っ
て
、

Ｒ
Ｗ
Ｅ
と
そ
の
傘
下
に
あ
っ
た
都
市
と
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
う

｢

二
重
供
給
構

造｣

の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
よ
り
詳
し
い
説
明
が
欲
し
か
っ
た
。
ま
た
、
プ
ロ
イ
セ

ン
政
府
と
Ｒ
Ｗ
Ｅ
が
構
築
し
た
広
域
発
電
網
や
、
両
者
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
以
外
の
広
域
発
電
シ
ス
テ
ム
を
含
む
全
体
的
な
見
通
し
が
与
え
ら
れ
て
い
れ

ば
、
そ
の
理
解
が
よ
り
容
易
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
も
思
っ
た
。

本
書
の
い
ま
一
つ
の
特
徴
は
、
電
力
が
必
需
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
定
着
す
る

ま
で
を

｢

電
化｣

と
し
て
捉
え
る
点
に
あ
り
、
第
二
帝
政
期
と
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
連

続
性
も
そ
こ
か
ら
主
張
さ
れ
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
け

る
消
費
電
力
量
著
増
の
な
か
で
の
私
的
照
明
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
占
め
る
割
合
の
上
昇
が

そ
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
著
者
が

あ
げ
た
表
五
�
一
に
よ
れ
ば
、
動
力
も
ま
た
同
じ
く
消
費
量
を
増
大
さ
せ
、
そ
の
割

合
は
一
九
二
〇
年
代
初
頭
に
は
五
〇
％
を
超
え
、
三
〇
年
度
に
も
三
七
％
で
あ
っ
た
。

第
二
章
で
は

｢

中
間
層
救
済
政
策｣

と
し
て
の
電
動
機
と
い
う
考
え
が
紹
介
さ
れ
、

第
三
章
に
も
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
け
る
動
力
用
の
電
力
料
金
は
照
明
の
そ
れ
よ

り
も
低
く
設
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
だ
け
に
、
伸
び
率
が
小
さ
い
と
い

う
理
由
か
ら
動
力
に
関
す
る
考
察
が
省
か
れ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。
ま
た
、
電
力

消
費
の
セ
ク
タ
ー
間
比
率
に
つ
い
て
は
、
表
三
�
七
が
一
九
一
二
年
度
の
大
都
市
に

お
け
る
消
費
電
力
量
の
セ
ク
タ
ー
別
構
成
が
示
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
分
析
か

ら
各
都
市
の
電
力
消
費
の
特
徴
を
析
出
で
き
れ
ば
、
都
市
類
型
を
考
え
る
う
え
で
も
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面
白
い
結
果
が
得
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
感
想
も
も
っ
た
。

以
上
の
ほ
か
に
も
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
都
市
と
し
て
の
性
格
づ
け
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
に
お
け
る

｢

給
付
行
政｣

の
全
体
像
や
、
そ
こ
に
お
け
る
公
共
事
業
と
し
て

の
電
力
業
の
意
味
な
ど
に
つ
い
て
も
、
著
者
の
よ
り
詳
し
い
説
明
や
構
想
を
き
い
て

み
た
い
と
思
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
は
、
本
書
が
設
定
し
た
枠
を
超
え
、
今
後

の
課
題
と
い
う
べ
き
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
書
を
跳
躍
台
と
し
て
、
著
者
の
研
究

が
一
層
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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